
 
 「みんなの食堂」 

～「孤食」から「共食」へ～ 

村田 鷹司 



1. コンセプト 

 超高齢化社会における社会問題の一つに「孤食（独り

で寂しく食事をすること）」に着目し、定年を迎える夫婦
と地域社会との接点として、自宅の一室を 「みんなの食
堂」と銘打ち、イートインスペースとして開放して、

「共食（家族や友人、職場の人や地域の人など、誰かと

共に食事をすること）」の場とする。 

 

2. 設定 

 「背後にある団地」を東京都新宿区の戸山ハイツのよう
な「都心の限界集落」で、高齢の独居老人が多く住む地域
という設定とした。「孤食」の高齢者が多く、食事の栄養
バランスも維持することが難しいため、心と体の健康のた
めに食事を見直す必要があるという社会問題を抱えている。 

 

 



3. ビジネスモデル 
 このビジネスモデルは、「定年を迎える夫婦」に特別なスキ
ルがなくても一定の収益を上げることができ、夫婦の居住空間
を大きく変えることなく、過度の投資や事業リスクを実施しな
くても、「地域との関わり」と「一定の収益確保」というライ
フスタイルを手に入れることができることを提案したい。 

 ① 南側の駐車スペースを「軒先貸し」として、ケータリン
グカーなど移動販売事業者へ1日貸しする。 
 ② 1階南側にある6畳の和室をリノベーションして、ケータ
リングで提供される食事をその場で食べることができるイート
インスペースとして開放する。 

 
4. ビジネスモデルにおけるメリット 
  夫婦：地域社会との接点と一定の収益を確保しながら、社
会問題の解決の一助を担う。 
  事業者：イートインスペースがある「付加価値ある軒先ス
ペース」で事業機会が得られる。 
  地域住民：「孤食」を脱し、栄養バランスの取れた食事を
みんなと共に食事をする場ができる。 
 

 



5. 事業収益の想定 
  ・収益：賃料4,000円／1日×稼働日15日＋自動販売機設
置10,000円／月 
  ・費用：軒先ビジネス等の仲介料賃料の35％ 
  ・比率：自己募集10日分、軒先ビジネス等のシステム利用5
日分（比率2：1） 
  ・改修額：リノベーション費用777,000円（別紙「見積
書」を参照） 
  ・改修箇所：1階南側6畳和室 
         西側のテラスを出入り口として改装し、イートインス
ペースは靴のまま入室可能にする。 

 
6. 収益償還年限 

 1.02年（リノベーション費用777,000円÷756,000
円／年） 
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